
　

地
方
自
治
の
発
展
や
社
会
福
祉
の

向
上
に
貢
献
し
た
方
の
功
績
を
た
た

え
る
「
平
成
26
年
度
つ
が
る
市
表
彰

式
」
が
10
月
30
日
、
生
涯
学
習
交
流

セ
ン
タ
ー
「
松
の
館
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
者
は
褒
賞
1
人
、

功
労
賞
12
人
で
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
団
員
や
行
政
連
絡
員
な
ど
と
し
て

地
域
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
で
す
。
式

典
で
は
福
島
市
長
が
受
賞
者
一
人
一

人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し

「
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
た
豊
か
な
経
験
と
英

知
を
も
と
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
な
お
一
層
の
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
稲
垣
町
の

尾
野
一
文
さ
ん
が
「
栄
え
あ
る
賞
を

い
た
だ
き
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
今

回
の
栄
誉
を
励
み
と
し
、
つ
が
る
市

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
一

助
と
な
り
ま
す
よ
う
、
協
力
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

須藤　　 　氏
（74歳・木造土滝）

尾野　一文　氏
（63歳・稲垣町繁田）

　平成 6年 4月から平成26年 3

月まで木造町行政連絡員および

つがる市行政連絡員として20年

にわたり在職し、行政連絡業務

に精励し行政運営に貢献した。

　昭和48年 7 月から平成25年 4
月まで稲垣村消防団員およびつ
がる市消防団員として39年の永
きにわたり地域住民の生命財産
の保護に努め、消防行政の推進
に貢献した。

江良　金光　氏
（57歳・稲垣町吉出）

　昭和52年 7 月から平成26年 1
月まで稲垣村消防団員およびつ
がる市消防団員として36年にわ
たり在職し、地域住民の生命財
産の保護に努め、消防行政の推
進に貢献した。

功労賞

褒 賞

　市民または市に縁故の深い人で、福祉、勧業、地方自治、教育、文化などの各分野におい
て市の発展に寄与し、優れた功績のあった人に贈られます。

　市民または市に縁故の深い人で、福祉、勧業、地方自治、教育、文化などの各分野におい
て市の発展に寄与し、功績が特に卓越し、顕著であった人に贈られます。
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盛　　　 　氏
（82歳・森田町下相野）

蝦名　慶一　氏
（76歳・下車力町）

江良きみゑ　氏
（66歳・牛潟町）

吉田　幸一　氏
（64歳・木造越水）

長内　松雄　氏
（72歳・下車力町）

　平成 7年 8月から平成25年11

月まで森田村民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として18年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成 4年12月から平成25年11

月まで車力村民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として21年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成元年12月から平成25年11

月まで車力村民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として24年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成 5年 9月から平成26年 3
月まで木造地区交通安全協会越
水支部長およびつがる地区交通
安全協会越水支部長として20年
にわたり在職し、地域の交通事
故防止活動、交通安全の推進に
貢献した。

　平成元年10月から平成26年 3
月まで木造地区交通指導隊車力
村交通指導隊員およびつがる地
区交通指導隊車力交通指導隊員
として24年にわたり在職し、交
通安全思想の普及高揚に努め交
通事故の抑止に貢献した。

工藤　ヌイ　氏
（66歳・稲垣町吉出）

石川　一美　氏
（62歳・木造菊川）

澁谷　昌一　氏
（72歳・木造善積）

佐々木一郎　氏
（79歳・牛潟町）

對馬　謙一　氏
（61歳・木造赤根）

　平成 8年11月から平成25年11

月まで稲垣村民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として17年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成 6年 1月から平成25年11

月まで木造町民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として19年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成 4年12月から平成25年11

月まで木造町民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として21年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　昭和61年12月から平成25年11

月まで車力村民生委員児童委員

およびつがる市民生委員児童委

員として27年にわたり在職し、

地域福祉の向上に貢献した。

　平成 2年 4月から平成25年 3
月まで木造地区交通指導隊木造
町交通指導隊員およびつがる地
区交通指導隊木造交通指導隊員
として23年にわたり在職し、交
通安全思想の普及高揚に努め交
通事故の抑止に貢献した。

功 労 賞 【前ページ続き】
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来
年
4
月
に
稲
垣
小
学
校
と
統
合

す
る
た
め
、
本
年
度
限
り
で
閉
校
と

な
る
稲
垣
西
小
学
校
（
佐
々
木
真
校

長
）
で
11
月
15
日
、
閉
校
式
が
行
わ

れ
、
在
校
生
を
は
じ
め
、
保
護
者
や

地
域
住
民
、
卒
業
生
ら
約
2
5
0
人

が
出
席
し
、
51
年
の
歴
史
あ
る
学
校

と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

同
校
は
昭
和
39
年
に
旧
稲
垣
村
の

沼
崎
小
学
校
と
千
年
小
学
校
が
統
合

し
て
創
立
。
昨
年
度
末
ま
で
に
1
7

6
1
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い

ま
す
。

　

式
典
で
福
島
市
長
は
「
本
校
の
歴

史
は
、
つ
が
る
市
の
歴
史
に
深
く
刻

み
込
ま
れ
、
稲
垣
小
学
校
に
受
け
継

が
れ
ま
す
。
稲
垣
西
小
学
校
の
出
身

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
よ
り
一

層
勉
学
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
歴
代
の
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
、
学
校
医
な
ど
の
特
別
功
労
者
ら

44
人
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

57
人
の
全
校
児
童
は
、
呼
び
掛
け

形
式
で
運
動
会
や
学
習
発
表
会
な
ど

の
思
い
出
を
振
り
返
り
、
地
域
へ
の

思
い
を
込
め
、「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
。

最
後
に
参
加
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱

し
、
地
域
に
根
差
し
た
長
年
の
伝
統

を
深
く
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

62
༃
Ɉ
๙
ຕ
࣑
Ʌ
჎
ᅰ
ɒ
మ
ɚ

稲垣西小学校沿革史

Ｓ39．1 ．24 稲垣村議会で沼崎小学校と千年小学校の統合を議決

Ｓ39．4 ．1 2 校舎に分かれたまま統合小として授
業開始

Ｓ40．1 ．28 校章制定
Ｓ41．9 ．12 統合新校舎にて授業開始
Ｓ42．6 ．17 全工事（プール含む）竣工落成式
Ｓ45．3 ．16 西小交通安全母の会結成大会
Ｓ46．6 ．23 校旗樹立式
Ｓ53．7 ．21 校舎改築工事終了
Ｓ57．7 ．20 相撲土俵完成
Ｓ58．9 ．24 創立20周年記念式典
Ｈ元．5．31 村制100周年記念式典連合運動会
Ｈ 3．7．2 新プール落成
Ｈ 4．10．17 新校舎落成記念式典
Ｈ 9．5．20 緑の少年団結団式と記念植樹

Ｈ17．2 ．11 町村合併により「つがる市立稲垣西小学校」となる
Ｈ26．4 ．23 読書活動推進で文部科学大臣表彰受賞
Ｈ26．11．15 閉校式
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参加者コメント

岡
本　

幸
治 

さ
ん
（゙
音
の
会
代
表
・
特
別
功
労
者
）

　

子
ど
も
た
ち
に
生
の
楽
器
の
音
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
平
成
9
年
か
ら
コ

ン
サ
ー
ト
を
実
施
。
児
童
の
反
応
や
感

想
文
が
楽
し
み
で
、
ず
っ
と
継
続
し
て

き
ま
し
た
。
参
観
日
に
合
わ
せ
て
開
催

し
た
時
も
あ
り
、
思
い
入
れ
は
と
て
も

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

工
藤　

誉
生
君
（
稲
垣
西
小
4
年
）

　

西
小
が
無
く
な
る
の
は
寂
し
い
け
ど
、

新
し
い
稲
垣
小
学
校
へ
行
っ
て
も
勉
強

を
頑
張
り
ま
す
。

小
山
内
忠
文 

さ
ん
（
現
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

こ
こ
は
、
自
分
や
子
ど
も
た
ち
、
近

所
の
親
戚
み
ん
な
が
学
ん
だ
、
と
て
も

な
じ
み
深
い
学
校
。
20
周
年
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
行
っ
て
い
た

中
、
日
本
海
中
部
地
震
が
起
こ
っ
た
4

年
生
の
時
が
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。

山
本　

千
尋 

さ
ん
（
稲
垣
中
3
年
）

　

校
舎
を
見
渡
せ
ば
、
い
ろ
ん
な
記
憶

が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
思
い
出
が
詰

ま
っ
た
こ
の
学
校
が
無
く
な
る
の
は
寂

し
い
。

　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
の
中
を
歩
み
続
け
て

き
た
稲
垣
西
小
学
校
は
51
年
の
歴
史
を
閉
じ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
や
本
校
を

知
る
者
に
と
っ
て
は
切
な
く
、
寂
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

昭
和
39
年
の
開
校
以
来
、
本
校
の
歴
史
と

伝
統
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
惜
し
み
な
い
ご
支
援

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
歴
代
校
長
先
生
を
は
じ
め
と

す
る
教
職
員
の
教
育
活
動
や
子
ど
も
た
ち
の

素
晴
ら
し
い
活
動
も
あ
り
ま
し
た
。
閉
校
に

あ
た
る
今
年
度
に
読
書
推
進
活
動
で
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
こ
と
は
こ
の
上
な
い

喜
び
で
す
。

　

今
年
度
は
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
思

い
出
に
残
る
一
年
に
し
よ
う
と
児
童
の
皆
さ

ん
が
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
運
動
会
や
学

習
発
表
会
な
ど
全
校
が
一
丸
と
な
っ
て
感
動

的
な
時
を
演
出
し
、
大
変
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
校
歌
に
あ
る
と

お
り
西
小
学
生
と
し
て
「
明
る
く
伸
び
る
」

「
楽
し
く
は
げ
む
」「
仲
よ
く
進
む
」
の
言
葉

を
忘
れ
ず
に
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
前
向
き

に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
も
子
ど
も
た
ち

が
こ
れ
ま
で
同
様
、
明
る
く
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
り
、
健
や
か
に
成
長
出
来
る
よ
う
励

ま
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

佐々木　真
校　長
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51年の歴史に幕を閉じる稲垣西小学校51年の歴史に幕を閉じる稲垣西小学校

約半世紀にわたり歌い継がれてきた校歌

歴
代
の
校
長
ら
に
感
謝
状
贈
呈


